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教科 工業 科目 単位数 ２単位 年次 ３年次
使用教科書
副教材等 建築法規　（実教出版）・2020年版建築基準法令集　（オーム社）

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）

建築実習（建築法規）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解
観
点

令和３年度　工業科

観
点
の
趣
旨

建築の関連法規を
包括的に学習し、建
築物の構想の具現
化に役立つ実践的
な知識を身につける
とともに、建築法規
のもつ意義や効果を
理解している。

建築の関連法規を
包括的に学習し、建
築物の構想の具現
化に役立つ実践的
な知識を身につける
とともに、建築物の
設計や施工にかか
わる、実際的な業務
に必要となる建築法
規に関する知識を活
用できる。

都市生活における
安全や生活環境を
取り巻く諸問題の解
決をめざす建築法規
のもつ役割につい
て、自らの思考を深
め、実際的な事例に
対して適切に判断
し、建築の計画や設
計などに的確に表現
できる。

建築物や都市生活
の安全性、良好な都
市環境を保つ観点
などから、建築法規
の必要性や諸問題
などについて幅広く
関心をもち、建築の
計画や設計などの
実践的な学習に役
立てようとしている。

評
価
方
法

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
考査
レポート等

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
考査
レポート等

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
考査
レポート等

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
考査
レポート等

建築関係法規に関する知識を習得させ、建築物の計画、設計、施工、管理などに活用する能力と態度を育て
る。
建築法規が、建築物の安全や衛生を確保する必要性から多くの関係法規によって構成されていることを、具
体的な事例を通して理解させるとともに、建築の計画、設計、施工、管理を行ううえで法令遵守のたいせつさを
理解させ、技術者としての倫理観を育成する。

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）

　人が生活している社会では守らなければならないルールがあり、ルールに沿って社会は成り立っ
ています。そのルールを法律と呼び、それを守らなければなりませんが、私たちもその法律に守ら
れています。
　建築物を製作するときも法律に従って、計画・設計・施工しなければなりません。建築物にはどの
ような法律が適用されているかを学習しましょう。
　授業期間は前期もしくは後期で、３年次の実習６単位のうちの１単位に相当します。



a b c d

一般構造・設備
建築強度
防火と避難

土地利用
道路と敷地
密度に関する規定
形態に関する規定

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている
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a：学習状況の観察

a：観察記録表

b：ワークシートの記述

c：レポート・ノート

d：考査

○

○

○
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ａ：法規の体系と成り立ちに関心をもち、建
築基準法の構成に照らして、実践的な学
習に役立てようとしている。
b：基本的な用語と法規上、定められる面
積・高さ・階数などの算定基準の背景や諸
問題を判断し、実際的な法規の学習に役
立てようとしている。

ａ：建築基準法と消防法の防火
と避難に関する規定の背景や
諸問題に関心を持つ。
c：実際的な建築の計画や設
計の学習に反映させる。
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法規の体系と建築
基準法の構成
建築基準法の基本
用語
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評価方法

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準
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ａ：都市計画法に基づく建築基準
法による集団規定の目的や背景
などに関心をもち、建築法規を意
欲的に学習する。
d：地域に応じた良好なまちづくり
のためのさまざまな制度につい
て、その目的・背景・効果などを理
解し、実践的な判断ができる。

都市計画法と建築
基準法
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○

○


